平成１７年１月１８日

各　位

呉羽化学工業株式会社

リリース

· 「クレメジン」の後発品「メルクメジン」に関する

特許権侵害訴訟と不正競争防止法訴訟について

呉羽化学工業株式会社（社長：田中宏）は、当社製造の慢性腎不全用剤「クレメジン細粒」、「クレメジンカプセル２００」の後発品である、「メルクメジン細粒」、「メルクメジンカプセル２００ｍｇ」を製造・販売するメルクホエイ株式会社（社長：浅野克彦）及び同後発品を販売する扶桑薬品工業株式会社（社長：戸田幹雄）に対して、当社の保有する特許権（発明の名称「内服用吸着剤の分包包装体及びその製造方法」、登録番号：２６０７４２２）の侵害と不正競争防止法２条１項１号の不正競争行為に基づき、本日、東京地方裁判所に提訴しました。

＊訴訟根拠、内容等については、次のとおりです。

	
	特許権侵害
	不正競争行為

	対象会社
	メルクホエイ㈱

扶桑薬品工業㈱
	メルクホエイ㈱

扶桑薬品工業㈱

	対象後発品
	メルクメジン細粒（一部）
	メルクメジン細粒

メルクメジンカプセル２００ｍｇ

	訴訟根拠
	当社保有特許権（発明の名称、「内服用吸着剤の分包包装体及びその製造方法」、登録番号：第2607422）の侵害
	不正競争防止法２条１項１号の不正競争行為




	訴訟内容
	· 製造・販売の差止め請求

· 損害賠償請求（メルクホエイ㈱に対してのみ）


	· 販売の差止め請求

· 損害賠償請求（メルクホエイ㈱に対してのみ）



	当社商品名
	クレメジン細粒
	クレメジン細粒

クレメジンカプセル２００ｍｇ


（補足説明）

1 クレメジンについて

・クレメジンは、呉羽化学工業（株）によって創製され、ニューテクノロジーによってデザインされた高純度の多孔質炭素からなる球形微粒子の経口吸着炭で、消化管で分泌され、または腸管内で産生される尿毒症毒素（ウレミックトキシン）を吸着し、便とともに排泄します。このことにより、尿毒症症状の改善や透析導入の遅延をもたらす効果があり、保存期慢性腎不全に対して積極的な治療を行うための世界で初めての薬剤として、1991年から国内で販売しています。
· 「クレメジンカプセル」は、１９９１年１２月に発売、「クレメジン細粒」は、２０００年７月に発売、現状、カプセルと細粒の年間売上高は約１５０億円。

2 「クレメジン細粒」および「クレメジンカプセル200」は、当社が製造し、三共株式会社が販売。

3 「内服用吸着剤の分包包装体及びその製造方法に係る特許」について

· １０℃から３０℃までの昇温で１ｇ当り１．３～１０ｍＬの空気を放出する内服用吸着剤が包装されている分包包装体であって、分包包装体の１０℃から３０℃までの体膨張率が０～０．０６４ｍＬ／℃・ｇ（内服用吸着剤）であり、シール可能なプラスチックフィルムを内層に持つ単層又は多層フィルムで透湿度０～２０ｇ／ｍ２・２４ｈである材料からなる分包包装袋の２５℃における内部圧力が４０～７４０ｍｍＨｇであることを特徴とする内服用吸着剤の分包包装体。

· 分包包装体の製造方法；（Ａ）室温より５℃高い温度ないし３００℃の内服用吸着剤を分包包装袋に充填シールする。（Ｂ）内服用吸着剤を分包包装袋に充填した後、大気圧以下の圧力下でシールする。

· すなわち内服用吸着剤（例えばクレメジンのような経口吸着炭）を、フィルムを用いた包装（スティック包装）をした場合に、常温において包装体が膨らんでおらず、前記吸着剤にフィルムが密着した包装形態になるように包装すること

4 「不正競争防止法２条１項１号」

他人の商品等表示として需要者の間に広く認識されているものと同一若しくは類似の商品等表示を使用し、又はその商品等表示を使用した商品を譲渡し、引き渡し、譲渡若しくは引渡しのために展示し、輸出し、輸入し、若しくは電気通信回線を通じて提供して、他人の商品又は営業と混同を生じさせる行為。

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先：呉羽化学工業㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報部・古谷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　03-3249-4651
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